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福岡市は古くより玄界灘を介した大陸・朝鮮半島などとの交流の玄関口として発展してきました。

地中に埋もれた数々の文化財は、人々が歴史・文化を積み重ね、現在の地域を形作る礎となったこと

を示す大切な資料です。福岡市教育委員会では開発などでやむを得ず遺跡が破壊される折には発掘調

査を実施し、記録として残していけるよう努めております。

本書は、ピル建設に伴う藤崎遺跡第38次調査の報告です。周辺の調査区同様に、約2000年前の弥生

時代の墓域の広がりを確認できました。本書が文化財保護への理解と認識を深める一助になるととも

に、学術研究の資料としてもご活用いただければ幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査から本書の作成に至るまでご理解とご協力を賜りましたプロスガー

ドシステム株式会社様をはじめとした関係者の方々に心から感謝申し上げます。

平成 28年3月25日

例目

福岡市教育委員会

教 育 長 酒 井 龍 彦

1.本書は早良区藤崎 1丁目地内のピル建設に伴い、平成 27(2015）年 7月14日から 7月31日に発

掘調査した藤崎遺跡第 38次調査の報告書である。

2.遺構の実測・写真撮影は清金良太・朝岡俊也が行った。

3.遺物の実測は米倉法子・井上加代子・朝岡が行った。

4.遺物の写真撮影は朝岡が行った。

5.製図は朝岡が行った。

6.本書に掲載した方位はすべて磁北である。

7.本書に掲載した座標は世界測地系を用いた。

8.本書に掲載した標高は都市再生街区基準点 1A045(H=4.25m）を基準とした。

9.本書に使用した遺構略号は以下の通り。

SD 溝 SR 土坑墓 ST 蓋棺墓

τf可
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I .はじめに

1 .調査に至る経緯

福岡市教育委員会は、岡市早良区藤崎1丁目 4番、 5番 1におけるピル建設に伴う埋蔵文化財の有

無についての照会を平成27年（2015年） 4月8日付で受理した（事前審査番号27 2 27）。

これを受けて埋蔵文化財審査課事前審査係は、申請地が周知の埋蔵文化財包蔵地である藤崎遺跡に

含まれていること、既存建物解体工事立会において、現地表下100cmで、遺構が確認されていたことか

ら、遺構の保全等に関して申請者と協議を行った。

その結果、埋蔵文化財への影響が回避できないことから、ピル建設部分について記録保存のための

発掘調査を実施することで合意した。

その後、平成27年7月1日付でプロスガードシステム株式会社を委託者、福岡市長を受託者として

埋蔵文化財発掘調査業務委託契約を締結し、同年 7月14日から発掘調査を行い、同年10月1日から資

料整理および報告書作成をおこなうこととなった。

なお、申請地内南側では昭和58年 (1983年）に藤崎遺跡7次調査として発掘調査が行われており、

今回の調査中に 7次調査区の範囲を確認した上、その範囲外（北側）のみを調査した。

2.調査の組織

調査主体：福岡市教育委員会

調査委託：プロスガードシステム株式会社

調査総括：経済観光文化局文化財部埋蔵文化財調査課課長常松幹雄

調査第 1係長吉武学

調査庶務：文化財部埋蔵文化財審査課管理係 川村啓子

事前審査：埋蔵文化財審査課事前審査係文化財主事大森真衣子

調査担当：埋蔵文化財調査課調査第 1係文化財主事清金良太

埋蔵文化財調査課調査第2係文化財主事朝岡俊也

調査作業：稲富聡康瀬公則馬奈木留雄山本千加子吉岡田鶴子吉田哲夫

※調査・整理報告ともに平成27年度に行った。



II. 遺跡の立地と環境

1 .地理的環境

藤崎遺跡は二級河川窒見川などの河川の沖積作用により形成された早良平野の窒見川河口部東岸に

あり、旧海岸線に沿って東西に伸び、る標高5～6mの砂正上とその南側に広がる後背湿地に東西400m、

南北650mの範囲で、広がる。砂丘は東へ2.5kmの長さがあり、藤崎遺跡の東側500m程の同砂丘上に西

新町遺跡が立地する。中世以前、藤崎遺跡の西から南側は潟湖が入り込み、また西新遺跡の南東側の

鳥飼から大濠にかけても潟湖（古鳥飼湾）が広がっており、藤崎遺跡東南側の紅葉山（標高30m）、

住原山（標高33m）あたりを付け根として砂正が博多湾に張り出す様相を呈した。

2.歴史的環境

藤崎遺跡は弥生時代から中世を中心とした遺構が検出される複合遺跡である。

最も古い遺構は5次調査で検出された突帯文期の土器棺墓で、弥生時代には遺跡中央から北側に250

基を超える蓋棺墓を中心とした大規模な墓域が営まれる。金海式（前期末～中期初頭）までの時期の

霊棺墓と土坑墓を合わせた墓群は遺跡の中央から西側の約130mの範囲に営まれ、この時期の早良平

野の中でもまとまった墓群のひとつである。さらに中期になると数を増し、東に墓域を広げ200m程

の範囲となる。この時期に東に近接する西新町遺跡でも集落の展開とともに蓋棺墓群が拡大する。し

かし、後期には藤崎遺跡の蓋棺は激減し、 7次調査の桜馬場式の2基のみ確認される。

弥生終末期に小規模な集落が営まれた後、古墳時代前期になると、弥生時代の輩棺墓群とほぼ同じ

範囲から北側にかけて方形周溝墓群が形成され、現在まで16基程が存在するとされる。この方形周溝

墓群に伴って5枚の青銅鏡が出土し、岡山県湯迫車塚古墳や山梨県東八代郡中道町下曽根銚子塚古墳

などに同箔鏡がある3次調査6号方形周溝墓の三角縁二神二車馬鏡や、 32次調査l号周溝墓の三角縁盤

龍鏡のほか、 3次調査で珠丈鏡、 4次調査で変形文鏡、 27次調査地点で方格渦丈鏡が出土した。

その後、古墳時代後期から古代の住居跡があるが、わずかである。藤崎遺跡が集落として盛行する

のは12世紀後半から13世紀前半で、方形区画状の溝が多数みられる。ただし、元冠前後の13世紀中頃

～後半にかけて集落が急速に衰退し、以後、中世末まで遺構はみられない（III-6、小結）。なお、

『蒙古襲来絵詞Jに描かれた元軍の陣は、 1274年の文永の役の際に遺跡の南東に近接する島原山に敷

かれたものである。遺跡の約200m北には1276年築造の元冠防塁が東西方向に通る。

近世には福岡藩第4代藩主黒田綱政らの発願で元禄11年（1698年）に黄葉宗禅寺である千眼寺が藤

崎遺跡の範囲内に建立され、現在まで続いている。また享保元年（1726年）に早良郡麗原村西新町上

之山（西新町遺跡範囲内）に御焼物所が仕立てられ、一端途絶えていた福岡藩による高取焼の窯業が
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皿．調査の記録

1 .調査の概要

第38次調査区は藤崎遺跡の範囲の中心付近に位置し、遺跡北側を東西に伸びる古砂正南側斜面にあ

たる。調査面積は約88ばである。地表下100～120cmで、基盤の黄白色砂層に達し、これを遺構面とし

た。遺構面の標高は3.0～3.2mのほぼ平坦で、、北がやや高い。図化した西壁土層では、近世遺物の包

含層である14層下が平坦に近く、ある時期での地表面であった可能性がある。なお、 37次調査で指摘

された弥生時代の旧表土層は確認できなかった。上層からの掘りこみには、埋土に焼土を含み近世と

考えられるものもあったが、時間的制約などから近世以降の掘り込みは撹乱とみなし、調査を進めた。

本調査区では弥生時代の計6基の輩棺墓を検出し、周辺の調査区同様に弥生時代の墓域の広がりを

確認できた。また、二段掘りの土坑墓を 1基検出し、輩棺と同じ時期と考えられる。その他、東西に

隣接する 2次・ 22次調査区で検出された中世の講の続きを検出し、近世包含層からは高取焼関連の窯

道具が出土した。

2.聾棺墓

ST01 (Fig. 5・6 PL. I・5)

小児棺。上蓋の痕跡はなく、単棺か。遺構面からの掘り込みが浅く、上半が削り取られる。掘方埋

土は地山よりもやや灰色がかった砂で、遺構掘方は不明確だが90×54cm・深さ15cm程。埋置角度は

水平に近く、やや口縁部側が上がる。主軸は磁北より 114° 東に振る。

査は口縁部を欠く底部カミら肩部までの残存で、胴部も約 2分の 1を欠く。反転復元での胴部最大径

が26.8cm、残存部分で、器高が30.0cm、底径が8.8cm。底の形態は回転台の痕跡（？）でわずかに上げ底

となる。突帝はない。外面調整は全体が縦方向のハケ目がはっきり残り、内面調整はナデ仕上げだが

底部付近以外は明確にナデ痕が残らない。色調は外面が黄櫨（lOYR）、内面がにぶい黄桂（lOYR）。

内外にススコゲは認められないが、内面は底部近くになるにつれ焼成が高温に至っておらず、黒い。

外面にはまだらに黒い部分があり、黒漆が塗られていた可能性がある。胎土は白色砂粒のほか、白雲

母片を多く含む。底部形態から、須玖I式相当で、時期は弥生時代中期前半～中頃か。

ST02 (Fig. 5・6 PL. 3・5)

成人棺。上蓋の痕跡はなく、単棺か。一部を撹乱に切られ、胴部カミら口縁部の 3分の 2を欠く。掘

方埋士は地山の黄白色砂よりやや樺色がかった砂で、地山とほぼ見分けがつかず、掘方は不明確であ

った。埋置角度は約100で、主軸は磁北より92° 西に振る。聾内部より骨の細片が出土した。

蓋は鋤先形口縁の端部にハケ目工具で刻み目をつけ、口径が反転復元で、53.0cm、底径10.1cm、器高
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Fig.5 遺構実測図（1/30・11は1/60)

時に検出し、ほぽ完形に復元できた。遺構掘方はやや不明確だが、 130×140cm程で、長辺は調査区外

へ続き、深さ60cm程。埋置角度は水平に近く、やや口縁部側が上がる。主軸は磁北より74° 東に振

る。下妻より頭蓋骨が出土したが、他の部位の人骨の出土はない。

上蓋はほぼ完形である。やや起き上がった鋤先形口縁で、口径62.7cm、底径10.7cm、器高53.0cm。底

はほぼ平らで、突帯は口縁直下に三角突帯 1条を貼り付ける。外面調整は全体的に縦方向のハケ目を

残し、内面もナデ消してはいるが、全体的にうっすらと縦方向のハケ目が見える。また外面には径7

cm前後のタタキ面と左上がりのタタキ痕跡が確認できる。色調は明黄褐（lOYR）。大きな黒斑は外面

胴部中程に 1箇所、径30cm程の範囲にある。内面の全体と外面の約2分の 1がまだらに黒く、顔料が

塗られた可能性がある。胎土は白色砂粒のほか、白雲母片を多く含む。

下蓋は胴部の約 5分の lが欠損する。 T字形に近い鋤先形口縁で、口径52.8cm、底径15.0cm、器高

77.3cm。底はほぼ平らで、外側がわずかに上がる。突帯は口縁下に三角突帯1条と、胴下部にしっか

りとしたコの字突帯2条を貼り付ける。調整は全体的に丁寧にナデており、痕跡は少ないが、内面胴

-6-
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。 40cm 

Fig.？聾棺実測図 2 (1/6) 

上部および外面胴下部にうっすらと年輪幅が狭い丁寧な縦方向のハケ目が残り、その上から所々に年

輪幅が広い雑なハケ目が残る。色調は浅黄澄（lOYR）。所々に赤い液体が飛び散ったような付着物が

あり、外面底部付近で特に顕著で、あり、また全体的にまだらに黒く、顔料が塗布された可能性があ

る。内面胴上部に径25cm程で特に黒い部分があり、その部分の外面胴部が縦長に広く特に黒く、溜

まり黒斑とそれに対応する置き黒斑だろうから、水平に近い横向きでの焼成が想定できる。胎土は白

色砂粒のほか、白雲母片を多く含む。立岩式相当で、時期は弥生時代中期後半。

ST08 (Fig. 5・6 PL.4・5)

合口成人棺で、おそらく接口式である。上妻はコンクリートの埋設物に大部分を壊されて辛うじて

口縁部の一部が残り、下聾もSD07により半分以上を削られる。遺構掘方は不明確だが55×74cmで、

長辺は円形埋設物下に続き、深さは20cm程。埋置角度は上蓋が口縁部側の一部のみ残存したことか

ら、少し口縁部側が上がると考えられるが、 15°以下であろう。主軸は磁北より約180° 振る。

上蓋は口縁部の 8分の 1程が辛うじて残る。T字形口縁で、口径は反転復元で53.2cm。残存部分で

の器高が26.0cm。突帯は 1条の三角突帯を貼り付ける。調整は全体を丁寧にナデ、痕跡は明確でな

い。色調は控（7.5YR）。外面の一部が縦に帯状にぼんやり黒く、黒斑か。外面には他に点々と黒い付

着物があり、顔料が塗布された可能性がある。胎土は白色砂粒の他、白雲母片を多く含み、また赤色

粒や角閃石？（細長で黒く光る鉱物）を含む。

下聾は中世の溝007が底部を完全に削平し、口縁部から胴部も約 2分の 1を欠損する。 T字形口縁

で、口径が反転復元で、72.6cm、残存の器高が93.2cm。突帯は 2条の三角突帯を一緒に貼り付ける。調

整は全体を丁寧にナデ、痕跡は明確でないが、外面下部の所々にタテハケの終点のみ残る。色調は外

面がにぶい黄樟（lOYR）で一部樟（ 5 YR）、内面が樫（7.5YR）。外面全体がまだらに黒く、ススも

しくは顔料だろう。胴上部の外面には径10cm程の黒斑が2か所あり、焼成時の棒状具による 2点支持

が想定できる。内面の突帯あたりの高さに径12cm程の黒斑があり、外面の2か所の黒斑のちょうど真

ん中あたりになるので、溜まり黒斑だろう。胎土は白色砂粒の他、赤色粒や多くの白雲母片を含む

が、上蓋のような角閃石は認められない。須玖式相当で、時期は弥生時代中期中頃。

-8-
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Fig.8 SR11友びその他出土の遺物 （1/4)

ST09 (Fig. 5・7 PL.4・6)

小児棺。上蓋の痕跡はなく、単棺か。南東側を撹乱により壊される。掘方埋土は地山の黄白色砂よ

りやや糧色がかった砂で、掘方は96×40cm以上・深さ15cm程。埋置角度は水平に近く、やや口縁部

側が上がる。主軸は磁北より176° 西に振る。

聾は胴部から口縁部の約3分の 2を欠く 。鋤先形口縁で、口径は反転復元で43.2cm、底径10.0cm、

器高57.7cm。回転台の痕跡で、やや上げ底になる。突帯は 2条の三角突帯を貼り付ける。外面調整は

口縁部を除いて縦方向のハケ目で、突帯付近は貼り付け時にナデ消す。底部付近はハケ目工具の年輪

幅が広い。内面調整は丁寧なナデ仕上げで、明確な痕が残らない。色調は浅黄種。外面は全体的にス

スが付着するが、底部付近は被熱によりススが飛んでいる。底部の地面に接する部分も黒い。内面は

全体的にコゲが付く。ススコゲの付着のため、黒色顔料や黒斑の有無は不明確。胎土は白色砂粒のほ

か、白雲母片を多く含む。汲田式段階相当で、時期は弥生時代中期前半。

ST10 (Fig. 5・7 PL.4・6)

小児棺。上蓋の痕跡はなく、単棺か。遺構面からの掘り下げ時に、上部がひしゃげた状態で検出さ

れ、ほほ完形に復元できた。掘方埋土はやや灰色がかった砂で、掘方は110×65cm以上・深さ20cmだ、

が、 要棺に対して掘方が大きく、別遺構との切りあいを認識できなかった可能性がある。埋置角度は

水平に近く、やや底部側が上がる。蓋棺の主軸は磁北より75°東に振る。棄棺ではなく、 ST03に伴う

祭記の痕跡の可能性もあろうか。

蓋はくの字に近い鋤先形口縁で、口径25.2cm、底径9.0cm、器高28.2cm。回転台の痕跡でわずかに上

げ底になり、底部の地面と接する部分は粘土の継ぎ目が残る雑なっくりである。突帯はない。外面調

整は口縁部を除いて縦方向のハケ目が残り、口縁下部にもハケ目工具が当たった跡がある。内面調整

は基本的に縦方向のナデで、底部に近づくほど強く残り、 一部横方向のナデも残る。色調は浅黄樫～

樟（7.5YR）。 ススコゲの付着は認められない。胴下部外面の一部に幅8cm程の縦長に置き黒斑がある

が、反対側の胴上部に対応する覆い黒斑はない。胴部外面にはまだらに、胴上部内面には点々と黒い

付着物があり、 顔料が塗布された可能性がある。 胎土は白色砂粒のほか、白雲母片を多く含む。須玖

H式新段階～高三瀦式古段階相当で、時期は弥生時代中期末～後期初頭。

-9-



3 .土坑墓

SR11 (Fig. 5 PL. 4) 

2段掘りの土坑墓か。全景撮影後の遺構精査で検出した。埋土はやや灰色がかった砂で、掘方は

182×118cm・深さ68cm程。段落ち下の掘方は144×70cm・深さ30cm程だ、が、遺構上部よりも埋土と

地山の境が不明確で、やや掘りすぎた可能性もある。主軸は磁北より 4。東に振り、蓋棺の中では

ST08・09に近い。上層より遺物が出土したが、遺構に伴うかは不明。

出土遺物（Fig.8) 

1は棄棺口縁部片。 1条の三角突帯を貼り付ける。立岩式古段階相当で、時期は弥生時代中期後半。

4.溝

SD07 (Fig. 4 PL. 2) 

隣接する調査区でも検出された中世の溝で、幅は3.5～4.5m・深さ0.8m程。埋土は下層の灰色砂

(19層）と上層の暗褐色・暗灰色砂（17・18層）が明確に分かれ、少なくとも 1度は掘り直しがある。

5. その他の遺物（Fig.8 PL. 6 ) 

試掘時や遺構検出時の遺物、また撹乱出土の遺物である。

2・3は壷。 2は頚部。外面全体と内面上部に丹塗りをして横方向に磨く。外面の頚部より上に幅

3.7cmの範囲で、限定的にタテ方向のハケ目を施す。須玖I式新段階～須玖E式古段階（弥生時代中期中

頃～後半）。 3は口縁部。全体的に横方向のミガキを施し、外面には縦方向に暗文を施す。弥生時代

中期初頭。 4は高杯の杯部だろう。外面上部から内面に丹塗りの痕がある。弥生時代中期。 5は須恵

器の蓋片。内面に平行当て具痕が残り、 9～10世紀のものか。 6は士師器の把手。どっしりとした印

象で 7世紀以降のものか。 7は龍泉窯系青磁碗。大宰府分類で I-6 b類にあたり、 12世紀後半～13

世紀前半頃でSD07に関わるものか。 8・9は陶器の小碗で、 9は高取焼。 10は窯道具のハマO 11は燭

台。 12は土錘。 13はガラス製の薬瓶で「千代町三丁目山浦醤院」とあり、内容量は100ml。14もガラ

ス製の薬瓶で、 「福岡市醤師会」とあり、内容量は200ml。福岡市医師会は明治40年（1907年）に発

足し、現在も続いている。未報告分を含め、 「山浦醤院」の薬瓶は100mlのものを二つ、 「福岡市醤

師会」の薬瓶は60mlのものを三つと200mlのものを二つ採集した。調査区には元々病院が存在し、薬

の流通の違いを表すのだろうか。 15は目薬瓶。本来は上部にスポイドがつく。市村慎太郎氏の編年を

参考に、時期は1940年頃～1950年代（市村2010）。

6 .小結



ため、群構造などは不明な点が多い。しかし、藤崎遺跡ではこれまで250基を超えるまとまった数の

蓋棺が検出されており、いずれ整理・検討せねばなるまい。

• ST03出土人骨の所見

人骨は頭蓋骨のみが遺存する。体部の骨はまったく残っていなしミ。頭蓋骨は，合わせ口蓋棺の下重

の底部付近で検出されているが，頭蓋底が聾棺底部側，頭頂が聾棺中央側，顔面が北北西を向いてい

る。通常の埋葬姿勢では起こりえない向きである。埋葬後に首の筋繊維の腐敗によって三次的に大き

く動いたものか。

頭蓋骨は頭頂骨，後頭骨，両側の側頭骨，つまり顔面を除く部位を確認でき，顔面および下顎骨・

歯牙は遺存していない。乳様突起が小さく，外後頭隆起が発達していないことから女性と推定され

る。頭蓋骨の縫合の閉鎖がかなり進んでいる。歯牙がないため根拠がやや弱いが，年齢は熟年（40～

59歳）以上と推測される。

• 2次調査検出の方形周溝墓について

本調査区の東に近接する 2次調査区ではL字状に屈曲する溝が検出され、蓋棺に切られることから

九州最古の方形周溝墓ともされる（市報496集） 0 本調査区に南接する 7次調査でも北東隅でわずかに

北へ屈曲する溝の続きが検出されたとされ、本調査区でもその続きの南北方向溝が検出されると期待

された（Fig.2）。しかし、本調査区南端で7次調査区の北端を示す矢板跡を検出できたが、溝の続き

は検出されず、方形周溝墓の溝の続きは調査区の東側を巡ると考えられる。ただ、本調査では7次調

査区で周溝の端とされたすぐ北側に深さ1.lmの近代の井戸を検出し、 7次調査ではこの井戸の掘方の

続きを方形周溝墓の溝と誤認した可能性もある。また37次調査では黒色士を埋士として屈曲する弥生

時代中期の溝が検出され、蓋棺に切られるが、方形周溝墓でない（福岡市報1240集）ため、 2次調査

検出の溝が方形周溝墓でない可能性も考えておかねばならない。さらに藤崎遺跡で検出されるその他

の方形周溝墓の時期は古墳時代前期であるため、時期も慎重な検討が必要である。藤崎遺跡の基盤砂

層は博多遺跡群などの砂層に比べはるかに締まりがなく、切りあい関係の認識が困難であるので、査

棺との切りあいだけで時期を確定するのは危険である。

－中世の溝SD07について

SD07は西から32次・ 37次・ 22次調査から連続し、本調査区を通って2次・ 13次・ 30次調査へ唐津街

道に沿って東西方向にほぼ直線的に110m程続く。問題はその東側で、 10次・ 8次・ 11次・ 12次・ 14次

調査と2条の溝が交差しながら70m程続き、このうちどちらと接続するかが不明確である。交差する



し、溝Aに接続すると考えたい。

表に中世の藤崎遺跡をまとめた。藤崎遺跡の中世集落の形成開始は11世紀後半～12世紀前半に遡る

可能性はあるが、 12世紀後半に突如遺物量が増加し、井戸や建物など明確な生活遺構も現れる。 9

次・ 34次・ 29次調査区あたりがその中心となり、製鉄鍛冶関連遺物が出土するとともに、遺跡の南側

一帯に方形区画状の溝が多数みられる。 12世紀末頃には集落がさらに拡大し、遺跡中央付近に前述の

溝Aが掘削され、 13世紀前半まで集落が盛行する。ただし溝Aより北側に生活遺構は見当たらず、遺

構は土坑墓のみである。その後、 13世紀中頃に集落は急速に衰退する。元冠に際して集落の移動があ

ったのだろうか。

「九州考古学82.l

市村慎太郎2010「近現代ガラス製目薬瓶の型式学的研究」 『大阪文化財研究第37号』

楠瀬慶太2007「土師器食膳具から見た中世博多の土器様相博多遺跡群の土師器編年 」

橋口達也2005『聾棺と弥生時代年代論』雄山閣

福岡市博物館1998『弥生時代のタイムカプセル』平成10年度福岡市博物館特別企画展

山本信夫1990「統計上の土器一歴史時代土師器の編年研究によせて一」 『九州上代文化論集』
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PL. 1 

( 1 ）調査区全景（商から）

( 2）調査区全景（北から）

( 3）調査区北側（南から）



PL. 2 

( 1 ）西壁土層北側（南東から）

( 2）西壁 SD07土層（東から）

( 3）酉壁土層南側IJ（東から）



( 1 ) ST02 （南西から）

( 2) ST03 （東から）

( 3) ST03人骨出土状況

（東から）
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( 1 ) STOB及びST09（東から）

( 2) ST10 （北西から）

( 3 ) SR11 （北から）
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遺物写真 1
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北緯 東経 発掘期間 発掘面積 発掘原因

市町村 m 

ふくおかけん
福岡県
ふくお治、しさわらく
福岡市早良区
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藤崎遺跡 藤崎 40137 0307 m 建設

いっちょうめ
52" 55グ 20150731 
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地内

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふじざきいせき
墓地 弥生・中世・近世

霊棺墓・ 弥生土器・陶磁器・ 蓋棺の 1基より、
藤崎遺跡 土坑墓・溝 窯道具 頭蓋骨が出土

藤崎遺跡は室見川などが形成した早良平野の下流部で、旧海岸沿いに東西方向に形

成された古砂正上およびその後背湿地に位置する。第38次調査は遺跡中央部の古砂

正の南側斜面に位置し、地表下 10 0～ 1 2 0 C mで、基盤の黄白色砂層に達する。

弥生時代の遺構は中期の蓋棺墓群（成人棺3基・小児棺3基の計6基）を検出し、

周辺の調査区同様に墓域の広がりを確認できた。また、時期が不明確だが、二段掘り

要約 の土坑墓も検出し、蓋棺と同じ時期と考えられる。蓋棺の 1基からは女性の頭蓋骨が

出土したが、その他副葬品などの出土は無い。東側の2次調査では北部九州最古の方

形周溝墓ともされるL字状の溝があるが、当調査区で期待されたその続きの検出はな

く、両調査区間の道路下で屈曲するのだろうか。

中世の遺構は東西に隣接する 2次・ 22次調査区で検出された12～13世紀の溝の続

きを検出した。なお、近世包含層より、高取焼関連の窯道具が出土した。
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